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は　じ　め　に

水稲育苗の省力及び育苗費の節減を図り，かつ，現在の

機械移植体系に対応可能な育苗法を検討した。これは箱当

たり播種量を稚苗の200gよりも多くし，移植可能な苗丈

を確保しながら，葉令は稚苗より少ない2葉未満の若い苗

を12日前後の短期間に育成しようとするものである。

試　験　方　法

育苗条件として播種豊，床土量．施肥量，出芽長につい

て，昭和59年・60年の2か年について検討した。また，60

年は一部本田での移植テストも行った。品種は両年ともア

キヒカリを使用した。播種日は59年は4月28日，60年は4

月27日。育苗目数はそれぞれ12日及び13日である。

義1試験区の構成

年次 昭　 和　 59　年 昭　 和　 60　年

区 床 施 瑳 出 区 床 施 播
番 土 肥 芽 番 土 肥 種
号 量 量 量 長 ‾ヲ 量 量 量

1

2

3

4

標準 標準

200

250

300

350

標準

15

16

17

標準 標準

250

300

350
18

19

20

2／3 操準
250

300

350

5

6

7

8

標準 標準

200

250

300

350

長日
21

22

23

2／3 2／3
250

300

3509

10
2／3 2／3

250

300
標準
24

25

26

2／3 1／3
250

300

350

11

12
1／2 1／2

250

300
標準

13

14
覆土のみ 250

300
標準

注．床土量：標準は2m・：施肥量：標準はNl．5g／箱

試　験　結　果

川　59年の帝生育（表2）

出芽率は育苗条件に関係なくほぼ90％になった。苗丈は

長日出芽区（ぬ5～8）の第1葉鞘良が長くなり，その分，

他の区（Nnl～4．9～14）に比べて長くなった。床土量

と苗丈の関係は床土量が少くなると蔚丈が短くなった。特

に鳩以下で短く，覆土のみ区（Nn13，14）は標準区川n2．

3）の半分以下になった。これは床土量に同調して施肥量

の少くなることが関係していると思われる。播種量による

苗丈への影響は床土量，施肥量が違ってもみられなかった。

彙令の展開は播種量が多いほど遅い傾向笹あり，覆土のみ

区は極端に悪かった。地上部乾物垂は床土量，施肥星によ

る影響が大きく，極量及び覆土のみで低下が著しい。苗窒

素濃度は床土量，施肥量の少ない区が低い傾向にあるが，

覆土のみは5％以上になり最も高くなった。

轟2　苗の生育（59年）

区

番
草 丈 乗 数 第　 一

地 上 部

乾 物 垂
苗窒素 発 芽率 出芽率

1ヲ （（Ⅶ） （枚 ）
葉 精良 （ダ／10 0個 ） （％） （％） （％）

1 9 ．2 2 ．0 4．3 0 ．5 8 4．7 2 9 5 9 5

2 8 ，6 2．0 4 ．2 0 ．5 6 4 ．1 2 9 8 9 8

3 9 ．4 2 ．0 4 ．2 0 ．6 2 4 ．8 2 8 8 8 8

4 8 ．9 2 ，0 4 ．1 0 ．5 6 4 ．4 6 10 0 9 8

5 9 ．6 2 ．0 4 ．7 0 ．7 0 4 ．7 3 9 5 9 5

6 10 ．4 2．0 5 ．1 0 ．7 4 5 ．1 6 9 7 9 7

7 9 ．5 2 ．0 4，6 0 ．58 4 ．2 8 9 4 9 4

8 9 ．1 1 ．9 4．4 0 ．6 0 4 ．4 6 8 9 8 9

9 8 ．7 2．0 3．9 0 ．5 6 4 ．2 0 9 6 9 6

10 9 ．1 2，0 4 ．0 0 ．5 2 3 ．4 2 9 4 9 4

1 1 6 ．2 2 ．0 3 ．3 0 ．46 4 ．03 9 0 ＄9

12 5 ．7 2．0 3 ．2 0 ．40 4 ．03 9 6 9 6

13 4 ．1 1．9 2 ．4 0 ．34 5 ．1 7 9 4 94

14 4．4 1．8 3 ．0 0 ．34 5 ．0 2 9 4 93

（2〉　60年の苗生育（表3）

出芽率・苗丈・彙令・乾物垂は前年と同様，床土量が少

ないと劣る傾向にあった。また，施肥量が少ないほど苗生

育が劣り，特に兢施肥区（仙24～26）で成宙率が60～80％

となり，標準区（仙15～17）に比べて著しく低下した。

轟3　苗の生育（60年）

区

番
草　 丈 乗　 数

地 上 部

乾 物 垂
出 芽 率 成 苗 率

7ヲ （亡椚） （枚 ） （タ／10 0 個 ） （％） （％）

1 5 10 ．0 ． 2，0 0 ．8 4 9 9．0 9 6 ．2

1 6 9 ，1 2 ．0 0 ．7 2 10 0 ．0 8 6 ．4

1 7 9 ．2 2 ．0 0 ．6 8 9 7 ．3 8 6 ．4

1 8 8 ．1 2 ．0 0 ．6 8 9 6 ．1 さ3 ．5

1 9 7．1 2 ．0 0 ．60 9 9．1 8 8．8

2 0 6 ．8 2 ．0 0 ．6 0 8 9．7 8 6．＄

2 1 7 ．2 2 ．0 0 ．64 9 7．4 9 6 ．6

2 2 6 ．9 2 ．0 0 ．64 9 7．8 8 2．5

2 3 7 ．4 2 ．0 0 ．6 2 89 ．7 88 ．5

2 4 7 ．0 2 ．0 0．6 4 9 9．2 77 ．6

2 5 6 ．8 2 ．0 0 ．6 4 9 6 ．4 紬 ．1

2 6 6．5 2．0 0 ．6 2 98 ．4 8 0 ．3
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ほ）適正な育苗条件

苗丈7～8m，彙令1．5～1．7を若令苗の基準値とし，

両年の宙生育をみると，59年は覆土のみ区と床土量，施肥

量抜区の宙丈及び覆土のみ区の彙令がこの値に達しない。

60年は床土量％十施肥量鳩区の苗丈が短く．若令苗の育苗

には難しい条件となる。

（4）宙の活着（図1）

胚乳を残し断根した苗を15℃の人工気象室に10日間移植

し，苗の活着力を調査し，図1に示した。地上部乾物重は

移植時苗の大きい標準区及び長日出芽区が大きく，床土量．

施肥量の少ない区が小さい。しかし，地下部乾物重は必ず

しもこの傾向になかった。特に長日出芽は地上部乾物垂は

大きいものの総根長が短く地下部乾物垂が小さかった。ま

た，床土量．施肥量の少ない％，抜区は地上部乾物垂が小

さい割には地下部乾物垂が大きく，標準区と同じか大きか

った。

区ノ砿12　3　4　5　6　7　8　91011121314

図1　苗の活着

（5）機械移植適応性（図2，表4）

苗マット強度及び機械での路上かき取りについて調査し，

図2に示した。標準区（Nnl～4）のマット強度は播種量

の多いほど小さくなるが，いずれも移植作業上支障がない

と思われる3秒以上になった。床土量．施肥量は少なくな

るほど苗マット強度が弱くばら植株率も高い傾向にあった。

また，床土量，施肥量の少ない区は播種量の多い方が苗マ

ット強度が強かった。60年は圃場に機械植えし，植付精度

を調査した結果を表4に示した。正常植苗率は82％～90％

で播種最の多いほど低下する傾向を示した。床土量，施肥

の少ない％区は350gを除くと標準区と差がなかった。不

区／拡1234　5　6　7　8　91011121314

図2　宙マット形成と植付精度

秦4　植付精度
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区

番

斥 宙

常

値 率

不良 植 苗率 用） 欠　 株 （別 平 植
均 付

一 本
浮 埋 損 移

植
括

号 （書） 苗 役 傷 時 着
後
株 数

（本 ）
16 84．7 15．3 0 0 2．5 8．3 4．4

2 1 89．5 10．5 0 0 12．5 12．9 3．8

2 2 85．4 11．9 2．7 0 10．0 10．4 5．1

2 3 82．3 10．8 6．4 0．5 7．5 7．1 5．5

良植苗率のほとんどは浮苗で占められるが，播種量が多く

なると埋没，損傷が多くなった。移植時の欠株率は榛準区

が2．5％であり，床土臭．施肥量が少なくなると7～12％

と大きくなった。しかし，標準区は浮宙率が大きく活着後

の欠株率は8．3％とやや高くなった。

ま　　　と　　め

12日程度の育苗日数で宙丈7～8m，乗合1．5～1．7垂

の若令苗を由るには．箱当たり床土量，施肥量は稚苗の％

まで少なくすることが出来る。播種量は250～300クが適

当と思われるが，多くすると出芽時覆土の持ち上がりが多

くなるとともに，移植後の地下部生育がやや悪くなる。育

苗温度について，出芽は育苗機で32℃48時間乱緑化・硬化

は無加温ハウスで行い，この期問の日平均気温は14～16℃

で可能と思われる。

若令苗は播種量が多く苗マット形成が劣る傾向にあるの

で，播種量とかき取り面積及び植付精鼠　また，かき取り

量によって決定される植付本数と本田生育（本田での初期

分げっが多いように観察されている）等について，今後更

に検討が必要である。
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